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地震速報！

がけの
はんたい

反対の　
がわ

側へ

いま

今より　
うえ

上の　
かい

階へ

　2-7　
じ し ん

地震が　
お

起こったら　～
じ し ん

地震への　「こころの　そなえ」～　2-7　
じ し ん

地震が　
お

起こったら　～
じ し ん

地震への　「こころの　そなえ」～

ふとんや　まくらで　
あたま

頭 を　
まも

守り、
か ぐ

家具が　
たおれて　こない　ところに　かくれましょう。

いそいで　
うご

動かないで、ドアや　まどを　あけて
ください。　

おも

重い　
か ぐ

家具や　
でんとう

電灯の　
した

下から　
はなれましょう。　

ガラスが　われています。
き

気をつけて　ください。
ガスの　

もとせん

元栓を　しめて　ください。
でんき

電気の　ブレーカーを　きって　ください。

くつを　はいて　ください
ひもと

火元の　
かくにん

確認
かぞく

家族の　
あんぜん

安全を　
かくにん

確認

ねているとき・・・ ふろに　
はい

入っているとき・・・ テレビを　
み

見ているとき・・・

そと

外に　
で

出ているとき、こんなときは　どうする

いえ

家の
なか

中で　こんなときは

テレビや　ラジオで　
ただ

正 しい　
じょうほう

情報を　
たし

確かめて　ください。

ただ

正しい　
じょうほう

情報を　
し

知り　ましょう
さいがい

災害が　
お

起きたら　
あつ

集まる　
ばしょ

場所に　
い

行きましょう

じしん

地震が　
お

起きたときを　
よ

読んだら　
うらびょうし

裏表紙の　
わたし

私の　
いえ

家の　
ぼうさいけいかく

防災計画
【

じしん

地震が　
お

起きたとき】を　
つく

作りましょう。

テレビ・ラジオ
ＮＨＫなどの　データ

ほうそう

放送や　ラジオで　
さいがい

災害の　
じょうほう

情 報が　
ほうそう

放送されます。
ぼうさいぎょうせいむせん

防災行政無線、お
し

知らせをする　
くるま

車
こべつじゅしんき

戸別受信機や　お
し

知らせをする　
くるま

車で　
いそ

急ぎの　
じょうほう

情 報を　みなさんに　お
し

知らせします。
きんきゅうそくほう

緊急速報メール
いそ

急いで　
し

知らせないと　いけない　
じょうほう

情報は、　
けいたいでんわ

携帯電話（スマートフォン）に　メールで　
とどきます。（ドコモ、au、ソフトバンク、

らくてん

楽天）

しらしが（しらせる　
し が

滋賀　
じょうほう

情報　サービス）　
さいがい

災害から　いのちを　
まも

守る　
じょうほう

情報が　
メールや　LINE に　とどきます。

よしん

余震に　
ちゅうい

注意
　「

じしん

地震の　ゆれが　おさまったから　もう　
あんぜん

安全！」と　
あんしん

安心しないで　
つぎ

次に　
お

起こる　
じしん

地震に　そなえる　ことが　
たいせつ

大切です。
いちど

一度　
じしん

地震があると　あとからも
じしん

地震が　
お

起こる　ことが、あります。
おお

大きい　
じしん

地震の　あとは　
すう

数か
げつかん

月間、
つよ

強い　
じしん

地震が　
お

起こることが　あります。
あんしん

安心せずに　
こうどう

行動して　ください。

さいがいようでんごん

災害用伝言ダイヤル（171）、
さいがいようでんごんばん

災害用伝言板（ W e b 1 7 1 ）などで
かぞく

家族の　
あんぜん

安全を　
かくにん

確認して　ください。

171

じ し ん

地 震 が 　
お　

起 き たとき に 　 どう　 する か 　

地
震
発
生

●テーブルや　つくえの　
した

下に　
はい

入る　●
か ぐ

家具や　
まど

窓ガラスから　はなれる　●クッションや　
ほん

本などで　
あたま

頭を　
まも

守る

まずは　
じぶん

自分を　
まも

守る

きんきゅうじしんそくほう

緊急地震速報
じしん

地震が　
お

起きた　ところに　
ちか

近い　
かんそくてん

観測点で　
じしん

地震が　
お

起きたことを　
かん

感じて、すぐに　
じしん

地震の　
ちゅうしん

中心や　
じしん

地震の　
おお

大きさ

ゆれの　
おお

大きさなどを　
じどう

自動で　
けいさん

計算して、
おお

大きな　ゆれが　
はじ

始まる　
すうびょうまえ

数秒前から　１０
すうびょうまえ

数秒前に　お
し

知らせする　しくみです。
きんきゅうじしんそくほう　

緊急地震速報が　
で

出たら　
み

身を　
まも

守ることを　
いちばん

一番に、どのような　
こうどう

行動が　できるか、いつも　
はな

話し
あ

合って　おいて　ください。

かなら

必ずしも
きんきゅうじしんそくほう

緊急地震速報が、
じしん

地震の
ゆ

揺れよりも
さき

先にお
し

知らせできるわけではありません。

ゆれが　おさまったら　
ひ

火を　
け

消して　ください

となりや　
いえ

家の　
ちか

近くの　
あんぜん

安全の　
かくにん

確認

ラジオなどで　
ただ

正しい　
じょうほう

情報を　
き

聞いて　ください

じしん

地震が
お

起きてから

1、2ふん分

じしん

地震が
お

起きてから

3ぷん分

じしん

地震が
お

起きてから

5ふん分

じしん

地震が
お

起きてから

10ぷん分

地
震
が
　
起
き
る

じ

し

ん

お

じ し ん

地震が　
お

起きたあとの　
せ い か つ

生活

きょうりょく

協力して　
ひ

火を　
け

消したり、　
ひと

人を　
たす

助けたりする　
かつどう

活動 ちいき

地域の　みんなで　
たす

助け
あ

合いましょう

みち

道の　ひだりに　
くるま

車 を　とめて　ください。
エンジンを　とめて　ください。

くるま

車 の　
キーは　

くるま

車に　
お

置いたまま　にして　

ドアを　ロックしないで　にげて　ください。

か

買い
もの

物の　かごや　カバンで　
あたま

頭 を
まも

守りましょう。お
みせ

店の　
ひと

人が　
はな

話しを
しますので、

まも

守って　ください。　

かんが

考 えずに　
うご

動くと　よく　ありません。
かかり

係 の　
ひと

人が　
はな

話します。
かかり

係 の　
ひと

人の　
はな

話しを　きいて、おちついて　
こうどう

行動して
ください。　

じしん

地震が　
お

起きたときは　
つち

土や　
いし

石が　
お

落ちたりします。
ちゅうい

注意して　ください。

つりかわや　
て

手すりに　つかまって
ください。　

かかり

係 の　
ひと

人の　
はな

話しを　
きいて　ください。　

まど

窓ガラスや　かわらが　
お

落ちてきます。
カバンなどで　

あたま

頭 を　
まも

守り、
ひろ

広い
ばしょ

場所や　
こうえん

公園などに　にげて　ください。

ボタンを　ぜんぶ　おして　ください。
ドアが　ひらいたら　すぐに　おりて
ください。　

ほんだな

本棚や　ロッカーが　たおれたり、
まど

窓ガラスが　われたりするので　
き

気をつけて　ください。　

こべつ

戸別の
じゅしんき

受信機
けいたいでんわ

携帯電話

きんきゅうじしんそくほう

緊急地震速報の　ながれ
はじめに　

く

来る　
よわ

弱い
ゆれを　

し

知る
ゆれが　

く

来るより
はや

早く　
し

知らせる！

じしんけい

地震計
きしょうちょう

気象庁 みなさん

じしん

地震が
お

起きる
Ｐ

は

派（
よわ

弱い　ゆれの　
なみ

波）

S
は

派（
つよ

強い　ゆれの　
なみ

波）

か

買い
もの

物のときは
でんしゃ

電車に　
の

乗っているとき

ひと

人が　たくさん　いる　
しせつ

施設では
どうろ

道路に　いたときは

くるま

車を　
うんてん

運転しているときエレベーターの　
なか

中に　いたとき

やま

山や　がけの　
ちか

近くでは
しごと

仕事や　
じゅぎょうちゅう

授業中のときは

●くつを　はいて　ください。
●ドアを　あけて　ください。
●

ひ

火が　
き

消えているか
　ガスが　とまっているか
　

かくにん

確認して　ください。
●

かぞく

家族が　
ぶ じ

無事か　
かくにん

確認して
ください。

●すぐに　
そと

外に　
で

出ないで　ください。
いえ

家の　まわりを　
　よく　

み

見て　ください。
●となりや　

きんじょ

近所の　
いえ

家の　
ひと

人に　
こえ

声を　かけて　ください。
●

か じ

火事が　
お

起きていたら　
け

消すのを　
てつだ

手伝い　ましょう。
●

つぎ

次に　
お

起きる　
じしん

地震に　
き

気をつけて　ください。

●
ただ

正しい　
じょうほう

情報を　もらって　ください。
●

さいがい

災害が　
お

起きたときに　
あつ

集まる　
ばしょ

場所で　
ぶ じ

無事か　どうかに　ついて　
はな

話しをして　ください。
●こわれた　

いえ

家が　あったり　
おお

大きな　
いし

石が　
お

落ちたり　して　あぶないときは　にげて　ください。　

●
の

飲み
みず

水や　
た

食べものは、　
ほぞん

保存しているものを　
つか

使います。

●
きょうりょく

協 力　しあう　ことが　
たいせつ

大切です。
●こわれた　

いえ

家には　
はい

入らない。
●まちがった　

じょうほう

情報で　
こうどう

行動しない。


